


















現とその機能および miRNA の標的遺伝子の予測を行った。とくに miRNA29a, 29c が、白内障や
後発白内障発症に関与する遺伝子の制御を行っている可能性を発見した。 
 
研究成果の概要（英文）：We detected the expression and function od microRNAs (miRNAs) which 
might play important roles as a regulator in lens aging and cataract development. miRNA29a 
and miR29c may regulate the expression of related genes with  posterior capsule opacity 




 直接経費 間接経費 合 計 
２００８年度 1,700,000 510,000 2,210,000 
２００９年度 1,200,000 360,000 1,560,000 
２０１０年度 700,000 210,000 910,000 
年度    
  年度    
























さ れ て お り (Karali M et al., Invest 
Ophthalmol Vis Sci, 2007; Tsonis PA et al., 
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社 Rat miRNA array を使用した。アレイ上
に 351 種類の miRNA がスポットされており、
各種 miRNA の発現を比較した。 
 
(2) 上記 miRNAマイクロアレイの発現結果を
リアルタイム PCR 法にて確認した。 
 
(3) 遺伝性白内障ラット Shumiya Cataract 
Rat (SCR)の水晶体を用い、１と２で同定し
た miRNA 群の発現変化をリアルタイム PCR 法
にて比較した。 
 
(4) miRNA の標的遺伝子の同定を Sanger 
miBase Software により、検索した。 
 


















た。 その結果、各 miRNA の mRNA の発現は、
生後同様の変化を示していた。 
 
(3) 遺伝性白内障ラット Shumiya Cataract 
Rat (SCR)の水晶体における miRNA 群の発現
変化を図 2に示す。SCR は生後 11 週玲以降明
らかな白内障を約 60％に発症する遺伝性白









図２：Shumiya Cataract Rat (SCR)の LEC
における miRNA 発現変化  
  
 
図 3：miR29a, 29c 阻害(mimics)による






 (4) 白内障動物モデルである Shumiya 
Cataract Rat (SCR)をもちいた実験にて、変
動がみられた miRNA には、miR29a, 29c, 126, 
551b があった。これら miRNA の標的遺伝子を




Tropomyosin, Transforming growth factor 
(TGF)- などが標的遺伝子として予測された。 
 
(5) 実際に、これら遺伝子に対する miRNA の
制御機構を検討することを目的とし、miRNA











図 4 は、免疫組織化学染色法にて、SCR 水晶
体における Tropomyosin 1α/2β 蛋白の発
現・局在をみた結果である。Tropomyosin 










29c 過剰発現(precursor)による TM1α/2β 
蛋白の発現変化をみました。miR29c を過剰発
現すると、TM1α/2β ともに発現が有意に減
















図 5：miR29a, 29c 過剰発現(precursor)
による TM1α/2β 蛋白の発現変化  
 
図４：SCR 水晶体における Tropomyosin 
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